
市民文化スポーツ局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

予算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

局施策
評価

目
標

1,200 団
体

1,200 団
体

1,200 団
体

実
績

1,382
団
体

達
成
率

115.2 ％

目
標

80,000 人 80,000 人 80,000 人

実
績

91,400 人

達
成
率

114.3 ％

目
標

22,000 人 22,000 人 22,000 人
課
長

0.50 人

実
績

24,743 人
係
長

0.50 人

達
成
率

112.5 ％
職
員

0.25 人

目
標

課
長

0.10 人

実
績

係
長

0.20 人

達
成
率

職
員

0.80 人

目
標

課
長

0.10 人

実
績

係
長

0.20 人

達
成
率

職
員

0.80 人

その他

9,473

順調

　内容の充実、効果的・効率
的な実施に向け、家庭・地
域・学校パートナーシップ事
業から一部予算を生涯学習活
動促進事業へ移行し、講座を
一体化し多様なニーズに対応
できるように改善を図った。
　家庭教育学級は、働く保護
者の増加や課題の移り変わり
に対応し家庭の教育力向上に
向けて実施方法の改善を検討
する。

　内容の充実、効果的・効率
的な事業実施のため、また多
様なニーズに対応するため
に、事業を一体化する等の改
善を図った。
　子育てサポーター及びリー
ダーのスキルアップに向けた
取組みを他課との連携を図り
ながら検討する。

5,529 その他 順調

　内容の充実、効果的・効率
的な実施に向け、家庭・地
域・学校パートナーシップ事
業から一部予算を生涯学習活
動促進事業へ移行し、講座を
一体化し多様なニーズに対応
できるように改善を図った。
　家庭教育学級は、働く保護
者の増加や課題の移り変わり
に対応し家庭の教育力向上に
向けて実施方法の改善を検討
する。

順調

Ⅰ-1-
(3)-③ 
地域全体
が教育を
支える社
会の実現

家庭・地域・学
校パートナー
シップ事業

生涯
学習
課

家庭教育学級や子育て
サポーターなどの活動
を通じて、保護者の不
安を軽減するため、関
係機関や関係部局と連
携しながら、情報提
供、啓発活動を行い、
保護者が家庭教育につ
いて学ぶ機会の充実、
子どもの基本的生活習
慣定着への理解を促す
ための情報提供、啓発
活動を進める。

継続 9,4734
小：93.0％
中：91.9％
（H25年
度）

小：92.5％
中：90.9％

Ⅰ-1-
(3)-② 
家庭教育
支援の充
実

3
家庭・地域・学
校パートナー
シップ事業

家庭教育学級や子育て
サポーターなどの活動
を通じて、保護者の不
安を軽減するため、関
係機関や関係部局と連
携しながら、情報提
供、啓発活動を行い、
保護者が家庭教育につ
いて学ぶ機会の充実、
子どもの基本的生活習
慣定着への理解を促す
ための情報提供、啓発
活動を進める。

生涯
学習
課

継続
小：93.0％
中：91.9％
（H25年
度）

朝食を毎日「食べ
ている」「どちら
かといえば食べて
いる」と回答した
児童生徒の割合

5,529

小:99％
中:99％

　効率的な誘致活動を実施
し、施設の認知度を高め、子
どもたちが文化・文学に接す
る機会を提供する。

　施設の認知度を高め、これ
まで以上に市民が文学に接す
る機会の提供に努め、入館者
数の増に繋げるもの。

順調

人

　計画的な誘致活動を実施し
たことで、来館した学校団体
数・入館者数ともに目標を達
成した。今後も、効率的な誘
致活動で子どもたちの来館機
会を創出し、更なる来館者増
を目指す。

順調

　内容の充実、効果的・効率
的な事業実施のため、また多
様なニーズに対応するため
に、事業を一体化する等の改
善を図った。
　家庭教育学級は、働く保護
者の増加や課題の移り変わり
に対応し家庭の教育力向上に
向けて実施方法の改善を検討
する。

0.05

人

順調

順調

人

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

1,617 係
長

職
員

H30年度H29年度

1,857

19,455

80,000人
以上
（毎年
度）

成果の
方向性

人件費（目安）

人数

事業費
の増減

16,075

課
長

H30年度

78,290人
（H24年
度）

維持

H28年度

小:100％
中:100％

H29年度

施策番号
・施策名

減額
博物館セカンド
スクール事業

博物館を第二の学校と
位置づけ、修学旅行・
社会見学など学校教育
の一環として、子ども
たちの博物館利用の促
進を図るものである。

1

Ⅰ-1-
(2)-⑤ 
子どもの
特性を伸
ばす教育
の充実

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名

2
文学館普及研究
費

文学
館

自然
史・
歴史
博物
館普
及課

入館者数
(単位：人）

10,741人
（H23年
度）

学校団体誘致数

北九州市ゆかりの文学
者の業績を企画展等で
紹介するとともに、本
市の文芸の振興に功績
のあった文学者を市内
外に発信する。

小：94.4％
中：93.7％

朝食を毎日「食べ
ている」「どちら
かといえば食べて
いる」と回答した
児童生徒の割合

事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

1,116団体
（H24年
度）

1,200団体
以上
（毎年
度）

学校関係入館者数

小:100％
中:100％
（H30年
度）

小：94.4％
中：93.7％

【Check】　　評価　／　【Action】改善

9,150

小:100％
中:100％

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

9,150

小:100％
中:100％
（H30年
度）

12,625

0.50

1.40

継続 18,624
22,000人
（H30年
度）

継続

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H28年度H28年度

小:98％
中:97％

小:99％
中:99％

小:98％
中:97％

小：92.5％
中：90.9％
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市民文化スポーツ局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

予算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

局施策
評価

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度H29年度
成果の
方向性

人件費（目安）

人数

事業費
の増減

H30年度H28年度 H29年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名 事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H28年度H28年度

目
標

100,000 人 100,000 人 100,000 人

実
績

85,864 人

達
成
率

85.9 ％

目
標

90 ％ 90 ％ 90 ％

実
績

84 ％

達
成
率

93.3 ％

目
標

65 % 70 % 75 %
課
長

0.10 人

実
績

51.1 %
係
長

0.10 人

達
成
率

78.6 ％
職
員

0.20 人

0.20

順調

　地理的な理由から市民セン
ターを利用しにくい住民へ学
習機会を提供するため、サブ
センターでも講座を実施する
とともに、地域課題解決に向
けた講座の充実を図るなど多
様な学習機会を提供してい
く。また、子どもたちが地域
の大人や異なる学年の子ども
とふれあい交流しながら過ご
せる場所の提供やプログラム
等を実施する。地域デビュー
支援事業については、団塊世
代等の地域活動に取り組む人
材を地域につなぎ、育成する
ための講座やワークショップ
等を開催するものであり、市
民センターにおいてこれらの
講座が定着するようになった
ため、平成30年度より事業を
廃止し、既存の生涯学習市民
講座に組み込む形として実施
するもの。

0.10

人

人

　生涯学習推進コーディネー
ターの配置の意義、効果に加
え、人材の見つけ方などを社
会教育主事等が助言しなが
ら、全館配置に向け取り組む
とともに、配置されたコー
ディネーターが定着し充実し
た活動を行うよう研修等を通
じて活動しやすい環境を整え
る。

　地理的な理由から市民セン
ターを利用しにくい住民へ学
習機会を提供するため、サブ
センターでも講座を実施す
る。地域課題解決に向けた講
座の充実を図るなど多様な学
習機会を提供していく。ま
た、子どもたちが地域の大人
や異なる学年の子どもとふれ
あい交流しながら過ごせる場
所の提供やプログラム等を実
施する。
　生涯学習推進コーディネー
ターの全館配置に向け取り組
むとともに、配置されたコー
ディネーターが充実した活動
を行えるよう研修等を通じて
活動しやすい環境を整える。

順調

3,650

90％以上
（H32年
度）

生涯学習の推進ならび
に市民センター等の活
性化を図るため、学習
機会や人材等、地域に
関する様々な情報の収
集や提供を行う生涯学
習コーディネーター
を、全市民センターに
配置する。

各市民センター等で、
地域課題や現代的課題
等の解決を目指す講
座、心と体の健康づく
りを目指す講座など幅
広い分野にわたる講座
を実施する。また、そ
れぞれの地域の特色を
生かし、家庭・地域・
学校が連携して、子ど
もたちに様々な体験活
動や世代間交流の機会
を提供し、地域ぐるみ
で子どもを見守り育て
る意識を高め、地域全
体で子どもの健全育成
に取り組む機運を醸成
する。

93,589人
（H25年
度）

生涯学習市民講座
参加者数

継続

96.3%
（H25年
度）

8,890

15,463

85％
（H32年
度）

継続

17,125

減額

生涯学習活動に関
する満足度

生涯学習推進コー
ディネーターの配
置割合

56.2%
（H25年
度）

100,000人
（H30年
度）

10,705

生涯
学習
課

Ⅰ-3-
(1)-① 
多様な学
習機会や
学習情
報、学び
の場の提
供

生涯学習活動促
進事業

6
生涯学習推進
コーディネー
ター配置事業

5

生涯
学習
課

6,900

0.50

その他

課
長

係
長

職
員

人

順調
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市民文化スポーツ局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

予算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

局施策
評価

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度H29年度
成果の
方向性

人件費（目安）

人数

事業費
の増減

H30年度H28年度 H29年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名 事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H28年度H28年度

目
標

1,380 人 1,410 人 1,440 人

実
績

1,435 人

達
成
率

104.0 ％

目
標

95 ％ 95 ％ 95 ％

実
績

96 ％

達
成
率

101.1 ％

目
標

100,000 人 100,000 人 100,000 人

実
績

85,864 人

達
成
率

85.9 ％

目
標

90 ％ 90 ％ 90 ％

実
績

84 ％

達
成
率

93.3 ％

目
標

54 % 56 %
課
長

0.10 人

実
績

係
長

0.20 人

達
成
率

職
員

0.30 人

90％以上
（H32年
度）

　地理的な理由から市民セン
ターを利用しにくい住民へ学
習機会を提供するため、サブ
センターでも講座を実施する
とともに、地域課題解決に向
けた講座の充実を図るなど多
様な学習機会を提供してい
く。また、子どもたちが地域
の大人や異なる学年の子ども
とふれあい交流しながら過ご
せる場所の提供やプログラム
等を実施する。地域デビュー
支援事業については、団塊世
代等の地域活動に取り組む人
材を地域につなぎ、育成する
ための講座やワークショップ
等を開催するものであり、市
民センターにおいてこれらの
講座が定着するようになった
ため、平成30年度より事業を
廃止し、既存の生涯学習市民
講座に組み込む形として実施
するもの。

人

　人材マッチング事業につい
ては、各区の市民センターに
おいて、それぞれ地域の特性
に応じた内容で実践する。ま
た、地域活動をリードする人
材育成事業については、引き
続き、市民センター館長等研
修の充実を図っていく。

1.10

0.90

15,463

　事業予算削減の中、講座内
容のクオリティを確保しつ
つ、多様化する学習ニーズや
課題を的確に把握するととも
に、高等教育機関等との連携
を更に進めていく。

係
長

96.3%
（H25年
度）

17,125

―

5,668

690人
（H25年
度）

95％
（毎年
度）

90％
（H25年
度）

37.6%
（H27年
度）

60%以上
（H32年
度）

100,000人
（H30年
度）

その他

継続

対前年度
30人増

各市民センター等で、
地域課題や現代的課題
等の解決を目指す講
座、心と体の健康づく
りを目指す講座など幅
広い分野にわたる講座
を実施する。また、そ
れぞれの地域の特色を
生かし、家庭・地域・
学校が連携して、子ど
もたちに様々な体験活
動や世代間交流の機会
を提供し、地域ぐるみ
で子どもを見守り育て
る意識を高め、地域全
体で子どもの健全育成
に取り組む機運を醸成
する。

5,373

受講者の満足度

受講者数
(H28年度から八幡
西生涯学習総合セ
ンター実施分も含
む）

Ⅰ-3-
(2)-① 
地域活動
をリード
する人材
の育成

8

9
地域課題解決の
ための人材活用
支援事業

生涯
学習
課

管理
運営
課

生涯
学習
課

市民の多様な学習ニー
ズに対応した生涯学習
機会を提供し、学んだ
方がその知識・経験を
活かした地域活動を行
う「循環型生涯学習社
会」を推進していくた
めの事業。
北九州市民カレッジの
講座は、生涯学習総合
センター主催コース
(まちづくり・人材育
成系、総合・教養系の
２コース）と高等教育
機関提携コースを前
期・後期の２期で実
施。

7

0.40

係
長 順調

人0.20

人

課
長

職
員

課
長

継続

1,000 1,000

生涯学習活動促
進事業

生涯学習市民講座
参加者数

地域が主体的に地域課
題を解決することがで
きるよう、地域人材の
発掘～育成～活用まで
を体系的に支援し、地
域力アップにつなげる
仕組みをつくる。学ん
だ成果を地域に活かす
講座の開催、地域活動
をリードする人材育成
事業及びボランティア
（アドバイザリー）グ
ループによる支援事業
を実施する。

北九州市民カ
レッジ事業

93,589人
（H25年
度）

減額

「地域活動をリー
ドする人材やボラ
ンティア活動に取
組む人材が増加し
ていると感じる」
に肯定的な回答を
した割合

生涯学習活動に関
する満足度

6,900

維持

21,850

　地域課題解決に向けた講座
の充実を図り、生涯学習を通
して地域活動に参画する人材
の育成を図っていく。
　各区の市民センターにおい
て、それぞれ地域の特性に応
じた内容の人材マッチング事
業を実践する。また、市民セ
ンター館長等研修の充実を図
り、地域活動をリードする人
材を育成する。

―

0.10

5,400

順調

人0.50
職
員

人

人

順調
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市民文化スポーツ局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

予算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

局施策
評価

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度H29年度
成果の
方向性

人件費（目安）

人数

事業費
の増減

H30年度H28年度 H29年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名 事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H28年度H28年度

目
標

75
法
人

90
法
人

105
法
人

実
績

73
法
人

達
成
率

97.3 ％

目
標

24,000 人 24,500 人 25,000 人

実
績

24,222 人

達
成
率

100.9 ％

目
標

90 ％ 90 ％ 90 ％

実
績

92.9 ％

達
成
率

103.2 ％

目
標

90 ％ 90 ％ 90 ％

実
績

97 ％

達
成
率

107.8 ％

25,000人
(H30年度)

92％
(H23年
度）

91.5％
(H26年
度）

　市民活動の裾野を広げるた
め、市民に対し活動のきっか
けづくりとなるセミナー、講
演会等を引き続き開催すると
ともに、地域に支えられるＮ
ＰＯを育成するため、研修等
の充実を図る。

0.30

順調

0.30

順調

順調

　出前講座等による啓発活動
に加え、高齢者を中心に被害
が増加しているニセ電話詐欺
の未然防止のため、集中的に
注意喚起を行う。あわせて
「地域のお世話役」として活
躍できる賢い消費者の育成を
図り、地域での見守りの輪を
広げる。

　市民活動を促進する講座の
実施や情報提供の充実を図っ
ていく。

0.60

19,217

　これまで取り組んできた出
前講座等による啓発活動に加
え、高齢者を中心に被害が増
加しているニセ電話詐欺の未
然防止のため、市主催のイベ
ントや事業等を活用し、集中
的に注意喚起を行う。あわせ
て「地域のお世話役」として
活躍できる賢い消費者の育成
を図り、地域での見守りの輪
を広げる。

人

18法人
（H24年

度)

20,137

105法人
(H30年
度)

90％以上
（毎年
度）

新規設立ＮＰＯ法
人数（累計）

90％以上
（毎年
度）

Ⅱ-1-
(1)-② 
市民の消
費生活の
安定と向
上

消費者啓発の推
進

消費
生活
セン
ター

10
ＮＰＯ・市民活
動促進事業

Ⅰ-3-
(2)-② 
地域を支
えるボラ
ンティア
の育成

市民
活動
推進
課

11

悪質化・巧妙化する消
費者被害を未然に防止
するため、法律相談会
や消費者啓発・教育講
座等、消費者自身が危
機回避や被害にあった
場合の適切な対処法を
身に付けるための各種
事業を実施するなど、
啓発の推進や支援を行
う。

18,362人
(H20年度)

消費生活センター
の認知度

消費生活センター
等に相談又は相談
を勧める市民の割
合

サポートセンター
利用者数

係
長

人8,075

継続 19,990

25,081

2.00

継続

維持

市民活動の促進に加
え、ＮＰＯと行政の協
働を推進するため、活
動や協働等に関する相
談・助言、情報提供、
研修・啓発等を実施す
る。

0.30

順調減額

職
員

職
員

人

課
長

0.05

人

人

21,450
係
長

人

課
長
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市民文化スポーツ局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

予算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

局施策
評価

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度H29年度
成果の
方向性

人件費（目安）

人数

事業費
の増減

H30年度H28年度 H29年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名 事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H28年度H28年度

目
標

14,000 人 16,000 人 18,000 人

実
績

16,515 人

達
成
率

118.0 ％

目
標

実
績

77.9 ％

達
成
率

105.7 ％

目
標

75 校 80 校 105 校

実
績

77 校

達
成
率

102.7 ％

目
標

実
績

87 件

達
成
率

目
標

課
長

0.10 人

実
績

24.1 ％
係
長

0.35 人

達
成
率

96.4 ％
職
員

1.50 人

順調

　安全・安心に関する活動を
継続するとともに、本市の都
市イメージを向上させるため
の情報発信に努める。
　また、子どもと女性の防犯
意識の向上や、教員や保護者
の危機管理意識の向上に取組
むとともに、市民が気軽に相
談できる体制を整える。

15,785

職
員

13

14

子どもと女性の
犯罪被害防止対
策事業

安全・安心総合
相談ダイヤル事
業

日本トップクラ
スの安全・安心
なまちづくり関
連事業

前年件数
（105件）

減

維持

125校
(H31年
度)

前年度比
増

21,172継続

25％以上
（28年
度）

前年度比
増（毎年
度）

Ⅱ-1-
(3)-①
「北九州
市安全・
安心条
例」の制
定と安
全・安心
に関わる
施策の推
進

安
全・
安心
推進
課

順調

人

　安全・安心に関する本市の
現状を、市制55周年記念事業
等、さまざまな機会を通じて
発信することで、本市の体感
治安や都市イメージの向上を
図る。

順調人

人1.50

人

　市民が気軽に相談できる体
制を整えることで、より効果
的な運用を図る。

　引き続き、安全セミナー、
地域安全マップづくり及び女
性のための犯罪被害防止セミ
ナーを開催することで、防犯
知識の向上を図る。また、教
員や保護者を対象に防犯講座
を開催し、危機管理能力の向
上に取り組む。

順調15,900維持

課
長

増額 15,900
係
長

20,000人
以上

(H31年度)

1,900

21,640

15,663

90%
(H31年
度)

前年件数
減

前年度比
増

前年件数
減

安
全・
安心
相談
セン
ター

77％
(H25年
度)

市民が感じる治安
状況（体感治安）

安全・安心総合相
談ダイヤルの認知
度

前年度比
増

22％
(H27年
度)

前年度
（73.7％)

比増

35校
（H25年
度）

14,170人
（H27年
度）

件数減
（毎年）

「安全セミナー」
「地域安全マップ
づくり」延べ実施
校

安
全・
安心
推進
課

12

防犯パトロール活
動への参加者数

市民生活の身近な安
全・安心に関する相談
を受付ける「安全・安
心総合相談ダイヤル」
を円滑に運用し、市民
の相談機会の充実と不
安感解消を図る。

警察、関係団体等と連
携し、市民等の防犯意
識の向上や自主防犯活
動の活発化、安全・安
心な環境の整備などに
取り組み、日本トップ
クラスの安全・安心な
まちづくりを推進す
る。

子どもと女性の犯罪被
害を防止するため、子
ども自身や子どもを見
守る保護者、女性を対
象とした安全セミナー
等を開催し、防犯意識
や知識の向上を図る。

性犯罪認知件数
104件

(H25年)

前年度比
増

18件減

人

継続

0.10

継続

職
員

3,453

課
長

係
長

15,900

1.50 人

0.35

0.10

0.35
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市民文化スポーツ局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

予算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

局施策
評価

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度H29年度
成果の
方向性

人件費（目安）

人数

事業費
の増減

H30年度H28年度 H29年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名 事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H28年度H28年度

目
標

実
績

2,734 件

達
成
率

目
標

実
績

77.9 ％

達
成
率

105.7 ％

目
標

実
績

8,124 件

達
成
率

1,558 減

目
標

73 ％

実
績

77.9 ％

達
成
率

106.7 ％

目
標

実
績

8,124 件

達
成
率

1,558 減

目
標

実
績

77.9 ％

達
成
率

105.7 ％

課
長

前年比減

減額 3,435

前年(9,682
件)比減 前年比減

8,000件
（H31
年）

90%
(H31年
度)

前年比増

刑法犯認知件数

前年比増

前年比増

73.7%
(H27年
度)

市民が感じる治安
状況
（体感治安）

5,212件
(H25年）

9,682件
（H27年)

前年(73.7%)
比増

0.04

　引き続き、通学路において
増設が必要な防犯灯は市が整
備する等、通学路の夜間照明
の強化を図る。

0.17 人

　防犯灯や防犯カメラの整備
により、安全で安心な都市環
境を整備し、市民の安全・安
心な暮らしを推進する。
　また、市民・警察・関係団
体等と連携して防犯意識の向
上と自主防犯活動の一層の促
進を図り、安全で安心なまち
づくりを目指す。

順調

21,940

73%
(H26年
度)

市民が感じる治安
状況
（体感治安）

市民が感じる治安
状況
（体感治安）

職
員

継続 係
長17

16

15
地域防犯対策事
業

通学路防犯灯事
業

安
全・
安心
都市
整備
課

前年度比
増

前年比増

前年比減

972件減

前年比減

前年度
（73.7％)

比増

前年比減

継続
前年度比

増

前年比減

前年
(9,682件)

比減

前年比減

8,000件
(H31年)

前年
（3,706
件）
比減

90%
(H31年
度)

北九州市安全・安心条
例では、「市民等は安
全・安心に関する意識
を自ら高め、行動する
こと」「市及び市民等
は相互に連携を深め、
防犯活動を協力して推
進すること」と定めら
れている。この事業で
は、市民の防犯意識を
高め、地域住民の自主
防犯活動を促進し、安
全・安心を実感できる
まちの実現を図る。

通学路において、市に
よるLED防犯灯の設置
を行い、通学路の夜間
の安全確保に取り組
む。

安
全・
安心
都市
整備
課

安
全・
安心
推進
課

防犯灯設置事業

夜間における犯罪の発
生を未然に防止し、公
衆の通行の安全を図る
ため地域と市が協力し
ながら、防犯灯を設
置。
防犯灯の設置にあたっ
ては、LED防犯灯の設
置促進を図り、町内会
等の地域の防犯灯の設
置のため費用の一部を
助成し、明るく安心し
て生活できるまちづく
りを推進。

人

人

人

人

人

人

人

人

課
長

1.50

0.04

係
長

0.35

職
員

減額

15,900

課
長

3,435継続

77％
(H25年
度）

刑法犯認知件数

街頭犯罪件数

11,267件
（H26年）

　引き続き、地域防犯対策事
業を推進し、市民・警察・関
係団体等と連携して防犯意識
の向上と自主防犯活動の一層
の促進を図り、安全で安心な
まちづくりを目指す。

順調
　防犯灯LED化を促進する方
針を継続するも、実績に応じ
た予算に減額する。

順調

順調減額 係
長

0.10

116,823154,797

15,900

30,150

90%
(H31年
度)

35,380

0.17

0.17

Ⅱ-1-
(3)-② 
防犯活動
の強化

0.17

職
員
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市民文化スポーツ局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

予算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

局施策
評価

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度H29年度
成果の
方向性

人件費（目安）

人数

事業費
の増減

H30年度H28年度 H29年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名 事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H28年度H28年度

目
標

実
績

達
成
率

目
標

73 ％

実
績

77.9 ％

達
成
率

106.7 ％

目
標

実
績

達
成
率

目
標

実
績

8,124 件

達
成
率

1,558 減

目
標

73 ％

実
績

77.9 ％

達
成
率

106.7 ％

前年比減

90%
(H31年
度)

73%
(H26年
度)

繁華街における刑
法犯認知件数

市民が感じる治安
状況
（体感治安）

19％減

前年
(1,187件)

比減

前年比減

前年比減

前年比増

課
長

90%
(H31年
度)

230件減

45,711
係
長

安全・安心条例の施行
を機に、地域団体や事
業者が犯罪抑止を目的
として公共空間を撮影
する防犯カメラを設置
する際の経費の一部を
補助することで、安
全・安心な環境の構築
に向けたさらなる取り
組みを推進する。

前年
(9,682件)

比減

11,267件
（H26年）

暴力団犯罪をはじめ街
頭犯罪を抑止し、市民
生活等の安全・安心を
確保するため、人が多
く集まる繁華街や幹線
道路に既に設置してい
る防犯カメラの適正な
維持管理、運用を行
う。

0.04

19
防犯カメラ設置
補助事業

18

安
全・
安心
都市
整備
課

前年比増

46,111

8,000件
（H31
年）

前年比増

前年比減
（毎年）

22,750 13,800

前年比減

安
全・
安心
都市
整備
課

刑法犯認知件数

市民が感じる治安
状況
（体感治安）

防犯カメラ事業

前年比増

8,000件
（H31
年）

刑法犯認知件数 11,267件
（H26年)

小倉中央小学校区
785件

(前年比161件減
17％減)

黒崎中央小学校区
288件

(前年比5件減
1％減)

計　1,073件
(前年比166件減

13％減)
（平成26年）

73%
(H26年
度)

課
長

減額

人

　防犯カメラ設置補助制度を
継続するも、申請実態（約4
割減）を反映した予算に減額
する。

順調

人

人

　防犯カメラ運用開始からの
経年劣化に対し、保守や機器
交換を適切に行うことによ
り、安定した運用を行う。

人

人

人

維持 3,435

3,435継続

継続 順調

0.17

0.17

0.17

職
員

0.17

職
員

係
長

0.04
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市民文化スポーツ局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

予算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

局施策
評価

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度H29年度
成果の
方向性

人件費（目安）

人数

事業費
の増減

H30年度H28年度 H29年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名 事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H28年度H28年度

目
標

実
績

73.6 ％

達
成
率

102.2 ％

目
標

実
績

達
成
率

目
標

実
績

73.6 ％

達
成
率

102.2 ％

目
標

実
績

達
成
率

55.8％
(H25年
度)

前年度比
増

75％以上

順調

　警察・行政・市民とが連
携・協力して、安全・安心な
まちづくりを促進する環境を
整えるとともに、市民意識の
高揚を図る。また、市民が気
軽に相談できる体制を整え、
市民の不安感の払拭に向け
て、引き続き暴排活動を行
う。

前年度比
増（毎年
度）

前年比増
（H31年
度）

安
全・
安心
相談
セン
ター

市民生活への暴力団等
の介入を排除し、安
全・安心なまちづくり
を図るため、民事介入
暴力相談を実施。

Ⅱ-1-
(3)-③ 
暴力団追
放運動の
推進

社会全体で暴力団を排
除する取り組みを推進
するため、事業者・市
民の暴排意識を高める
市民暴力追放総決起大
会や暴力追放強調月間
による集中的な啓発活
動などを実施し、官民
一体となって取り組
む。

係
長

職
員

課
長

0.20

職
員

21
民事介入暴力相
談事業

暴力追放の推進20

安
全・
安心
相談
セン
ター

72％以上
前年度比

増

企業における暴力
団排除条項の規定
割合

48％
(H25年
度)

前年比増
（H31年
度）

暴追対策に対して
評価した市民の割
合

0.00

前年度比
増（毎年
度）

継続 21,968

0.20

0.40

　警察・行政・市民とが連
携・協力して、安全・安心な
まちづくりを促進する環境を
整えるとともに、市民意識の
高揚を図る。また、市民の不
安感の払拭に向けて、引き続
き暴排活動を行う。

人

人

人

減額 順調12,850

減額 4,300

55.8％
(H25年
度)

企業における暴力
団排除条項の規定
割合

48％
(H25年
度)

暴追対策に対して
評価した市民の割
合

　市民が気軽に相談できる体
制を整えることで、より効果
的な運用を図る。

順調

72％以上

75％以上

前年度比
増

前年度比
増

継続 13,60116,273

27,238

人

人
係
長

課
長

0.30

0.70

人
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指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

予算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

局施策
評価

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度H29年度
成果の
方向性

人件費（目安）

人数

事業費
の増減

H30年度H28年度 H29年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名 事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H28年度H28年度

目
標

実
績

7,729 件

達
成
率

目
標

実
績

16 人

達
成
率

目
標

実
績

7,729 件

達
成
率

346件 減

目
標

実
績

777 件

達
成
率

73件 減

目
標

課
長

0.10 人

実
績

777 件
係
長

0.20 人

達
成
率

73件 減
職
員

0.30 人

目
標

課
長

0.10 人

実
績

係
長

0.20 人

達
成
率

職
員

0.30 人

24
青少年交通安全
推進事業

安
全・
安心
都市
整備
課

青少年の交通事故防止
のため、新小学一年生
へ黄色い帽子の配布
や、中学生を対象とし
た自転車交通ルール検
定などを実施し、交通
安全の推進を図る。

継続 2,000

自転車関連事故の
発生件数（警察統
計のため暦年でカ
ウント）

前年比減
前年

（850件）
比減

　効果的な交通事故防止事業
となるよう、対象を限定した
事業を実施する。
　また、交通安全教育や啓発
活動により、交通事故防止を
図る。

6,500 その他

　青少年の交通事故防止のた
め、自転車交通ルール検定の
実施などにより、自転車の安
全利用を推進し、自転車関連
事故の防止を図る。また、自
転車保険の加入促進なども取
り組む。
　「交通安全推進事業」より
青少年の交通安全推進に係る
費用を統合。

交通事故の発生件
数（警察統計のた
め暦年でカウン
ト）

23人
(H26年)

交通安全推進事
業

交通安全セン
ター管理運営

安
全・
安心
都市
整備
課

安
全・
安心
都市
整備
課

前年
（8,075件）

比減

－7人

346件減

前年比減

前年比減

3,650

5,400

維持

5,400

係
長

順調

課
長

　引き続き、交通公園での交
通安全教室などで、自転車の
安全運転を促進し、交通事故
防止を図る。

23

北九州市立交通安全セ
ンターを管理するとと
もに、交通安全教室等
を開催し、自転車の安
全運転や、交通ルー
ル・マナーの徹底を図
る。

25

Ⅱ-1-
(3)-④ 
交通安全
の推進

22

＜新＞運転免許
証自主返納支援
事業

課
長

0.10

安
全・
安心
都市
整備
課

7,729件
(H28年)

8,325件
(H26年)

972件
(H26年)

自転車関連事故の
発生件数（警察統
計のため暦年でカ
ウント）

前年比減

前年比減

高齢運転者が加害者と
なる交通事故の防止を
図るため、高齢者運転
シミュレーター体験教
室や、運転免許証自主
返納支援パンフレット
を作成する。

第９次北九州市交通安
全計画に基づき、重点
項目について啓発を実
施。
生涯にわたる交通安全
教育及び効果的な広報
啓発活動により、市民
に広く交通安全思想を
普及し、交通事故防止
を図るもの。

前年比減

H32年まで
に

7,300件
以下

前年
（23人）

比減

交通事故の発生件
数（警察統計のた
め暦年でカウン
ト）

8,325件
（H26年)

交通事故死亡者数
（警察統計のため
暦年でカウント）

交通事故の発生件
数（警察統計のた
め暦年でカウン
ト）

0.10

前年比減
（毎年）

H32年まで
に

19人以下

4,662

0.20

0.30継続

5,500

係
長

0.60

　交通安全教育や広報啓発な
どを実施し、交通事故防止を
図る。
　青少年の交通安全推進に係
る費用は「青少年交通安全推
進事業」へ統合。

人

職
員

職
員

9,800

人

―

人その他

H32年まで
に

7,300件
以下

前年比減
（毎年）

27,573

前年比減
（毎年）

前年比減

前年
（8,075件）

比減

前年比減

前年比減

前年
（850件）

比減
前年比減

　高齢者運転シミュレーター
体験教室の実施などにより、
交通事故防止を図る。

順調

―

前年比減

―

27,573

7,802

継続

人

人

順調

人

―

0.20

972件
(H26年)

順調
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指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

予算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

局施策
評価

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度H29年度
成果の
方向性

人件費（目安）

人数

事業費
の増減

H30年度H28年度 H29年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名 事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H28年度H28年度

目
標

実
績

2,734 件

達
成
率

目
標

実
績

77.9 ％

達
成
率

105.7 ％

目
標

4,000 人 4,000 人 4,000 人 課
長

0.03 人

実
績

5,274 人
係
長

0.05 人

達
成
率

131.9 ％ 職
員

0.05 人

目
標

実
績

92
団
体

達
成
率

5団体 増

目
標

実
績

小倉
0.16
黒崎
0.36

％

達
成
率

小倉
0.06
黒崎
0.16

％
増

前年度比
増

972件減

前年度比
増

6,150

条例や基本計画に基づ
き下記事業に取り組
む。
・小倉・黒崎地区（迷
惑行為防止重点地区）
での巡視活動（過料の
適用）
・地域が実施する迷惑
行為防止活動に対する
支援
・小学生を対象とした
モラル・マナーアップ
教育
・モラル・マナーアッ
プに関する広報啓発

　市民等のモラル・マナーの
向上を図るため、引き続き啓
発活動や、巡視活動に取り組
む。

　市民・警察・関係団体等と
連携して防犯意識の向上と自
主防犯活動の一層の促進を図
り、安全で安心なまちづくり
を目指す。

　戦争がもたらした惨禍と平
和の尊さを、多くの市民に理
解していただくため、広報活
動を通じて、戦時資料展示
コーナーの周知に一層力を入
れていく。広報活動により、
入場者数の増加に繋げる。

順調

1,453

減額

順調

大変
順調

0.35

大変
順調

順調

　引き続き、地域防犯対策事
業を推進し、市民・警察・関
係団体等と連携して防犯意識
の向上と自主防犯活動の一層
の促進を図り、安全で安心な
まちづくりを目指す。

安
全・
安心
推進
課

28

Ⅲ-1-
(1)-④ 
市民のモ
ラル・マ
ナーの向
上

市民からご寄贈いただ
いた戦時下の資料を保
管、展示することによ
り、北九州市立埋蔵文
化財センター内に開設
した戦時資料展示コー
ナーにおいて、戦争が
もたらした惨禍と平和
の尊さを多くの市民に
理解していただく。

地域
振興
課

北九州市安全・安心条
例では、「市民等は安
全・安心に関する意識
を自ら高め、行動する
こと」「市及び市民等
は相互に連携を深め、
防犯活動を協力して推
進すること」と定めら
れている。この事業で
は、市民の防犯意識を
高め、地域住民の自主
防犯活動を促進し、安
全・安心を実感できる
まちの実現を図る。

迷惑行為防止に係
る地域活動団体の
増加

77％
(H25年
度)

街頭犯罪件数

3,647人
（H22年
度）

市民が感じる治安
状況
（体感治安）

人

前年比減前年比減

路上喫煙率（歩行
者に占める喫煙者
の割合）

小倉
0.17%
黒崎
0.24%

（H26年
度）

5,212件
(H25年）

モラル・マナー
アップ関連条例
推進事業

地域防犯対策事
業

安
全・
安心
都市
整備
課

26

Ⅱ-3-
(4)-① 
平和の尊
さへの理
解の促進

27

Ⅱ-1-
(3)-⑤ 
非行や犯
罪を生ま
ない地域
づくり

戦時資料展示
コーナー管理運
営事業

戦時資料展示コー
ナー見学者数

82団体
（H26年
度）

前年度以
下（毎年
度）

前年度比
増（毎年
度）

30,150

0.10
課
長

継続

職
員

15,900
係
長

1.50

職
員

0.10

0.20

人

人

35,380

0.40

減額

課
長

係
長

前年度比
増

前年
（3,706
件）
比減

前年度(87
団体）比

増

前年度以
下

前年度
（73.7％)

比増

継続

　多くの方に来館していただ
くため、チラシの配布拠点を
増やすなど、広報の強化に努
める。

　引き続き、条例や基本計画
に基づいた事業に取り組んで
いく。

人

人

前年度(小
倉0.10%、
黒崎0.20%)

以下

4,000人
（毎年
度）

前年度以
下

前年比減

90%
(H31年
度)

減額

1,220

29,492

1,329

24,022継続 順調

人

前年度比
増
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指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

予算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

局施策
評価

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度H29年度
成果の
方向性

人件費（目安）

人数

事業費
の増減

H30年度H28年度 H29年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名 事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H28年度H28年度

目
標

課
長

0.20 人

実
績

係
長

0.50 人

達
成
率

職
員

0.50 人

目
標

16
団
体

16
団
体

17
団
体

課
長

0.20 人

実
績

16
団
体

係
長

0.50 人

達
成
率

100.0 ％
職
員

0.50 人

伝統文化の継承者や保
存団体の活動を育成・
支援し、市内の伝統文
化を発掘し、次世代に
継承していく。

文化
企画
課

文化財保存補助

Ⅲ-2-
(1)-② 
地域にお
ける伝統
文化の発
掘・継承

平成28年3月2日、小倉
祇園太鼓が国の「記録
作成等の措置を講ずべ
き無形の民俗文化財」
に選択されたことに伴
い、その文化財として
の価値を明らかにする
べく、平成28年度から
「小倉祇園太鼓調査委
員会」を設置し、平成
30年度まで調査を実施
する。

16団体
（H26年
度）

文化
企画
課

刊行
編纂
執筆

―11,050

　一部の無形文化財につい
て、新たに補助申請の意向が
あったため、補助団体及び金
額の増を行う。

　「小倉祇園太鼓調査委員
会」を開催し、多方面から詳
細な調査を実施するほか、調
査報告書を刊行し、調査結果
報告会を行うことで、市民へ
の還元を図る。

順調

10,000

継続 1,0721,052

刊行
（H30年
度）

指定無形民俗文化
財保存支援団体数

17団体
（H30年
度以降
毎年
度）

10,520

　伝統文化の発掘や継承のた
め、文化財的価値の調査や文
化財の維持管理に資する補助
制度の運用を行う。

順調

11,05030 維持

調査報告書の刊行
小倉祇園太鼓調
査事業

－ ― 維持29
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市民文化スポーツ局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

予算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

局施策
評価

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度H29年度
成果の
方向性

人件費（目安）

人数

事業費
の増減

H30年度H28年度 H29年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名 事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H28年度H28年度

目
標

80 ％ 80 ％ 80 ％

実
績

85 ％

達
成
率

106.3 ％

目
標

65 ％ 65 ％ 65 ％

実
績

60.7 ％

達
成
率

93.4 ％

目
標

85 ％ 85 ％ 85 ％
課
長

0.05 人

実
績

100 ％
係
長

0.06 人

達
成
率

117.6 ％
職
員

0.06 人

目
標

110,000
千
円

110,000
千
円

500,000
千
円

実
績

408,148
千
円

達
成
率

371.0 ％

目
標

65.0 % 75.0 % 80.0 %

実
績

72.6 %

達
成
率

111.7 ％

目
標

10万 人 9万 人 10万 人
課
長

0.10 人

実
績

9万 人
係
長

0.30 人

達
成
率

90.0 ％
職
員

0.00 人

　「映画の街・北九州」ブラ
ンドを国内外に発信するため
に、タイや韓国、中国をター
ゲットとして海外の映画・テ
レビドラマの誘致に取り組ん
できたが、ターゲットを台湾
やシンガポールにも拡大す
る。

北九州芸術劇場・
自主事業入場率

　劇場やホールが持つ特性を
活かし、多彩で良質な音楽・
舞台芸術等を提供していくた
めに、効果的な事業実施に努
めていく。
　国際音楽祭はレベルの高い
音楽イベントとして定着をし
ており、企画内容等を充実さ
せ、より質の高い音楽を提供
し、集客の向上を目指す。
　映画やドラマ等の誘致対象
国を拡大するとともに、松永
文庫の企画展示を拡大し、
「映画の街・北九州」のブラ
ンドをを国内外に発信してい
く。

順調

【劇場・自主事業】
エンターテイメントか
ら芸術性の高い作品ま
で舞台芸術全般を網羅
し、幅広い年代層を
ターゲットに公演を行
う。また、北九州芸術
劇場オリジナルの演劇
作品等を制作し、公演
を実施。

【響ホール・自主事
業】
室内楽専用ホールの特
性を生かした質の高い
コンサートや響ホール
を拠点として地元演奏
家を積極的に育てるコ
ンサートを行う。ま
た、響ホールからの発
信を意識した、オリジ
ナリティのある演奏会
を実施。

34

文化
企画
課

文化
企画
課

映画・芸能資料館「松
永文庫」における企画
展示・イベント等の積
極的な開催を通じて、
映画文化の振興、「映
画の街・北九州」の情
報発信に取り組む。

地域の音楽文化の向上
を図ることを目的に、
クラシックコンサート
を中心とした音楽祭に
助成を行うもの。本音
楽祭は、市制25周年を
記念して始まり、30年
度で31回を数え、本市
の秋を彩る催し物とし
て定着している。

映画・テレビドラマ等
のロケ地誘致や撮影支
援を積極的に行い、本
市の知名度と都市イ
メージの向上を図る。
また、活動成果の市民
との共有や、「映画の
街・北九州」という新
たな都市ブランドの発
信により、街のにぎわ
いの創出や市民交流等
のまちづくりにつなげ
る。

文化
企画
課

95％
（H21年
度）

59.8%
(H25年
度)

56％
（H21年
度）

89,317人
(H26年度)

地域経済への貢献
（直接経済効果）

年間来館者数

文化
企画
課

80％
（H30年
度）

80.0%
(H30年
度）

56,388

85％
（H30年
度）

50,000

拡大

9,000拡大
10万人
／年

65％
（H30年
度）

500,000
千円

（H30年
度以降
毎年
度）

順調

職
員

1,625

1.80

　平成28年5月の日本批評家
大賞特別賞を受賞したこと等
により、全国的に注目を集め
ていることから、「映画の
街・北九州」を国内外に強力
に発信するために、企画展示
を拡充する。

0.05

　北九州芸術劇場や響ホール
が持つ特性を活かし、多彩で
良質な音楽・舞台芸術等を提
供していく必要がある。その
ため、事業の効率化を念頭に
置きながら、効果的な事業実
施に努めていく。

人 順調

人

係
長

職
員

3,550

その他

　平成29年度は、30回目の開
催のため、予算を増額し、記
念の年に相応しい多様なライ
ンナップを実施したところで
ある。
　引き続き、企画内容等を充
実させ、より質の高い音楽を
提供し、集客の増加及び満足
度の向上を目指す。

係
長

減額

人

119,874

9,600

継続 134,851

49,388

40,000

北九州フィルム・
コミッションの市
民への認知度

継続
Ⅲ-2-
(2)-① 
発信力の
高い文化
芸術の振
興

32
北九州国際音楽
祭

31

映像製作誘致強
化関連事業

33

100,000
千円

(H21年
度)

北九州市国際音楽
祭の満足度の割合

響ホール事業・響
ホール自主事業入
場率

83％
（H21年
度）

順調

大変
順調

人

1.80

36,100

課
長

0.40

4,150増額

課
長

0.17

松永文庫企画事
業

芸術文化活性化
事業

減額

0.17

人

人
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市民文化スポーツ局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

予算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

局施策
評価

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度H29年度
成果の
方向性

人件費（目安）

人数

事業費
の増減

H30年度H28年度 H29年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名 事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H28年度H28年度

目
標

16
事
業

15
事
業

16
事
業

課
長

0.05 人

実
績

16
事
業

係
長

0.30 人

達
成
率

100.0 ％
職
員

0.30 人

目
標

25 件 25 件 25 件
課
長

0.05 人

実
績

21 件
係
長

0.10 人

達
成
率

84.0 ％
職
員

0.30 人

目
標

113,000 人 220,000 人 230,000 人

実
績

113,274 人

達
成
率

100.2 ％

目
標

20,000 人 25,000 人

実
績

達
成
率

目
標

420,000 人 420,000 人 450,000 人
課
長

1.40 人

実
績

508,003 人
係
長

1.80 人

達
成
率

121.0 ％
職
員

5.40 人

Ⅲ-2-
(2)-③ 
市民が文
化芸術に
接する機
会の拡大

38
博物館企画展・
特別展充実事業

企画展･特別展は、特
定のテーマを設けて自
然史や歴史に関する展
示を行うことによっ
て、市民が楽しく学べ
る場を提供し、本市の
学術文化の発展を図る
もの。

＜平成30年度特別展＞
・春の特別展
「（仮）Bones～骨、
ほね、ホネ～｣
・夏の特別展
「（仮）ストレンジア
ニマルズ」」
・秋の特別展
「（仮）食のふしぎ」
・春の特別展
「（仮）獣は毛もの」

自然
史・
歴史
博物
館普
及課

継続

230,000人
（H30年
度）

継続

11,713人
（H26年
度）

コレクション展の
観覧者数

大変
順調

順調

　改修工事が終了した美術館
は、本館での企画展等を本格
的に実施する。
　博物館は、開館から15年で
入館者数が累計600万人を超
え、より魅力的な特別展・企
画展の実施、より効果的な広
報ＰＲの展開等、ソフト事業
を充実させることで更なる集
客を図る。

順調

55,600

　本市の文化水準の向上や市
民の文化活動の活性化を目指
し、積極的に文化活動を展開
している団体等の事業や市民
の自主的な活動に対し、支援
を行っていく。
　また、文化芸術振興のため
の寄附を募り、財源の確保を
図る。

順調

　引き続き、本市の文化水準
の向上や市民の文化活動の活
性化を目指し、積極的に文化
活動を展開している団体等の
事業を助成していく。

　平成29年度は開館15周年記
念として様々なイベントを実
施し、H29年7月には累計入館
者600万人を達成した。
　この勢いを維持発展させる
ため、より魅力的な特別展・
企画展の実施、より効果的な
広報ＰＲの展開等、ソフト事
業を充実させることで更なる
集客を図る。

増額 5,825

美術館本館及び分館に
おいて、多彩で魅力あ
る企画展を開催し、本
市の美術・文化の振興
を積極的に推進する。

36,75037
美術館企画展充
実事業

35

36
北九州市文化振
興基金

芸術文化育成負
担金・補助金

文化
企画
課

文化
企画
課

245,420人
（H26年
度）

―

各種文化事業の実
施

25,000人
（H30年
度）

16事業
（H30年
度）

25件
（毎年
度）

継続

継続 36,350

係
長

人

　文化芸術に関する市民の自
主的な活動を更に活発化し、
その内容がレベルアップする
よう引続き効果的な支援を
行っていく。

　本館の改修工事が終了した
ため、本館での企画展、コレ
クション展、共催展等を本格
的に実施する。

人

人

順調

126,811 144,123

10,559

450,000人
（H30年度
以降毎年

度）

49,922

11,190

41,350

北九州市文化振興
基金奨励事業の補
助件数

美術館の入館者数

27件
（H21年
度）

369,711人
（H24年
度）

博物館総入館者数

美術
館普
及課

16事業
（H23年
度）

―

―

増額

課
長

3.65

減額

0.25

職
員

3,825減額

0.65

74,600

Ⅲ-2-
(2)-② 
市民の文
化芸術活
動の促進

北九州市の文化水準の
向上と地域文化の振興
に資することを目的と
して設置された北九州
市文化振興基金運用果
実により、市民の行う
芸術・文化活動等に対
し助成を行う。

本市の文化水準の向上
及び地域文化の振興を
推進することを目的と
して、積極的に文化活
動を展開している文化
団体等の事業に対し
て、助成を行う。

順調

49



市民文化スポーツ局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

予算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

局施策
評価

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度H29年度
成果の
方向性

人件費（目安）

人数

事業費
の増減

H30年度H28年度 H29年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名 事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H28年度H28年度

目
標

15 ％ 100 ％
課
長

0.10 人

実
績

係
長

0.20 人

達
成
率

職
員

3.00 人

目
標

2,500 人 3,000 人 3,000 人
課
長

0.15 人

実
績

4,024 人
係
長

0.40 人

達
成
率

161.0 ％
職
員

0.40 人

目
標

6 人 6 人 5 人

実
績

5 人

達
成
率

83.3 ％

目
標

2,200 人 2,200 人 1,800 人

実
績

1,692 人

達
成
率

76.9 ％

目
標

1,000 件 1,000 件 1,000 件
課
長

0.20 人

実
績

1,202 件
係
長

0.40 人

達
成
率

120.2 ％
職
員

0.40 人

減額 8,725
大変
順調

応募総数

教育普及事業への
参加者数の増加

0.70

Ⅲ-2-
(2)-④
文化芸術
の担い手
の育成

41 8,150

職
員

係
長

10,942
大変
順調

市内の小学３年生を対
象に、美術作品の鑑賞
他体験型のプログラム
を作成し、子どもたち
に体験してもらうこと
でシビックプライドの
醸成をはかる。

0.00

優れた文化・芸
術との“出会
い”創造事業

文化
企画
課

将来の文化・芸術の担
い手を育成し、本市の
文化振興をさらに進め
るとともに、シビック
プライドの醸成につな
げていくため、若者や
子どもたちを中心に優
れた文化・芸術との”
出会い”の場・機会を
創造していく。

「ノンフィクション」
というジャンルの作品
を書くことで、子ども
たちが人間や社会への
関心をもつ契機とな
り、思考能力や人間と
しての成長を促すこと
を目的に、平成21年度
に全国の小中学生を対
象に創設した。

ＣＣＡ北九州は、現代
美術の世界的な拠点の
ひとつとなることを目
指して活動している研
究・学習機関。国内外
から集まる現代美術の
若手アーティスト等の
指導育成、招聘アー
ティストによる新作発
表のための展覧会、国
内外の第一線で活躍す
る学芸員による「キュ
レーターミーティン
グ」を開催するととも
に、ＣＣＡ北九州の
ネットワークを活かし
て、その活動を広く市
民に浸透させるための
文化講座、子ども向け
ワークショップなどの
事業を行っている。
これら事業を実施して
いるＣＣＡ北九州を支
援するもの。

文学
館

文化
企画
課

1,000件

2,500人
（H27年
度）

減額

0.10

―

継続

　フェローシップ・プログラ
ムについては、引き続き、学
研都市という周辺環境を活か
し、受入れ分野の多様化や他
機関との協力により、充実し
たプログラムを実施する。ま
た、事業内容の見直しや経費
削減等を進めつつ、地域との
連携を見据え、参加者の拡大
とＣＣＡの浸透に努める。

　引き続き様々な芸術に触れ
る・体験する機会を提供する
事業を実施し、次世代の文
化・芸術の担い手を育成し、
活動の活性化を図る。
　平成29年度に試行開始した
「ミュージアムツアー」につ
いては、平成30年度から市内
の全小学3年生を対象に実施
する。
　ＣＣＡ北九州については、
経費削減しながら、事業内容
を見直し、地域との連携、Ｃ
ＣＡ北九州の浸透に努める。

　平成29年度は八幡東区、戸
畑区のみ実施。平成30年度
は、市内の小学3年生全員を
対象にミュージアム・ツアー
を実施する。

課
長

9,300

　応募地域が広がり、全国規
模の賞としてふさわしい応募
数、内容となることを目指
す。また、市内小中学校にも
直接働きかけ、市内からの応
募数獲得に努める。

―

人

順調

　次世代の文化の担い手育成
や文化活動の活性化のため、
若者や子どもたちを中心に、
優れた文化・芸術活動に触れ
る機会を提供していく。

40,000

6,000

12,502

1,800人
（H32年
度）

18,000

5人
（H32年
度）

1,000件
(H30年
度）

45,000

継続

継続

減額

3,000人
（H30年
度）

10,000

100%
（H30年
度）

40

現代美術セン
ター・ＣＣＡ北
九州支援事業

39
美術鑑賞事業
「ミュージア
ム・ツアー」

42
子どもノンフィ
クション文学賞

―

6人
（H23年
度）

参加校の割合

2,122人
（H23年
度）

フェローシッププ
ログラムの受講者
数

増額

人

25,650

ＣＣＡ北九州事業
参加者人数

順調

人

35,000

美術
館普
及課
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市民文化スポーツ局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

予算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

局施策
評価

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度H29年度
成果の
方向性

人件費（目安）

人数

事業費
の増減

H30年度H28年度 H29年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名 事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H28年度H28年度

目
標

1,000 件 700 件 500 件
課
長

0.05 人

実
績

628 件
係
長

0.30 人

達
成
率

62.8 ％
職
員

0.30 人

目
標

1,000 人 1,200 人 900 人
課
長

0.10 人

実
績

1,304 人
係
長

0.30 人

達
成
率

130.4 ％
職
員

0.40 人

合唱関連事業にお
ける歌い手として
の参加者

「林芙美子文学
賞」作品応募数

大変
順調

1,602件
（H26年
度）

682人
（H27年
度）

縮小 12,000

市民の歌声があふれる
「合唱の街・北九州」
の実現に向けて、子ど
もたちからシニア世代
まで幅広い年代の多く
の市民が、合唱する側
や聴いて楽しむ側とし
て参加するまちづくり
を進めていく。

「合唱の街づく
り」推進事業

「放浪記」、「浮雲」
などの作品で知られ、
特に短編の名手として
評価の高い林芙美子の
名を冠する文学賞。
多くの文学者、作家を
輩出した北九州市の豊
かな文化的土壌を全国
に発信するとともに、
北九州市文化振興計画
の重要な柱である「人
材育成」に寄与するこ
とを目的とする。

文学
館

文化
企画
課

継続 順調5,825

　楽器を必要としない「合
唱」は、誰もが参加しやす
く、世代間交流の促進やシニ
ア層の健康づくり等の効果が
期待される。平成30年度にお
いて、指標である「歌い手と
しての参加者」数は減少する
ものの、合唱の社会包摂機能
を活用した認知症カフェ等で
の合唱会や、中国・大連市と
の市民交流コンサート等、新
たな事業にも取り組みなが
ら、「合唱の街・北九州」の
実現を図っていく。

　多くの文学者を輩出した北
九州市の豊かな文化的土壌を
全国に発信する。作家として
書き続けていくことのできる
才能の発掘というコンセプト
のもと、芥川賞などの選考対
象として取り上げられやす
く、書籍化もしやすいように
応募枚数を増加させた。その
結果、力量を持った書き手に
絞り込まれ、より文学賞らし
い形で落ち着きつつある。
　今後は、受賞者が文学界で
活躍する足がかりとなるよう
な受賞後のフォローの充実に
努める。

500件
(H30年
度）

16,000

7,000 減額

減額

900人
（H30年
度）

12,277

44

林芙美子文学賞43

7,150
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市民文化スポーツ局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

予算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

局施策
評価

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度H29年度
成果の
方向性

人件費（目安）

人数

事業費
の増減

H30年度H28年度 H29年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名 事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H28年度H28年度

目
標

20 件
課
長

0.50 人

実
績

係
長

0.70 人

達
成
率

職
員

0.70 人

目
標

100,000 人 100,000 人 100,000 人
課
長

1.00 人

実
績

100,766 人
係
長

1.00 人

達
成
率

100.8 ％ 職
員

3.00 人

目
標

110,000
千
円

110,000
千
円

500,000
千
円

実
績

408,148
千
円

達
成
率

371.0 ％

目
標

65.0 % 75.0 % 80.0 %

実
績

72.6 %

達
成
率

111.7 ％

目
標

12,000 人 13,000 人
課
長

0.10 人

実
績

係
長

0.30 人

達
成
率

職
員

0.30 人

目
標

10万 人 9万 人 10万 人
課
長

0.10 人

実
績

9万 人
係
長

0.30 人

達
成
率

90.0 ％
職
員

0.00 人

　漫画、映画、文学を活用し
た事業を実施するとともに、
文化関連施設の多言語化を行
い、文化芸術によるまちづく
り、にぎわいづくりに寄与す
る。
　アジアを中心とする海外作
品の誘致に積極的取り組むと
ともに、全国的に注目されて
いる松永文庫の企画展等の充
実を図り、「映画の街・北九
州」という都市ブランドを国
内外に広く発信していく。
　「文学の街・北九州」を発
信するため、地元商店街や大
学生と協力して、「北九州文
学サロン」を拠点とした取り
組みを進めていく。
　開館20周年にあたる松本清
張記念館では、企画展や記念
講演会など記念事業を実施
し、松本清張や記念館の魅力
を発信していく。
　平成30年度の子ども図書館
開館に合わせ、児童文学を顕
彰する場の整備を行う。

46

漫画
ミュ
ージ
アム
事務
局

北九州市漫画ミュージ
アムにおいて、常設展
示の充実・企画展・イ
ベント等の開催を通じ
て漫画文化の普及を目
指す。

継続 74,050 76,050
10万人
／年

映像製作誘致強
化関連事業

北九州市漫画
ミュージアム普
及事業

維持

40件
（H31年
度）

2020年東京大会に
向けた文化プログ
ラムの認証件数

Ⅲ-2-
(2)-⑤ 
文化芸術
によるま
ちづくり

創造都市推進事
業

文化
企画
課

国内外へ「文化創造都
市」としての本市の都
市ブランドを発信する
ため、「北九州市アー
ツディレクター会議」
を開催するとともに
「東アジア文化都市」
の開催地誘致等に取り
組む。

北九州フィルム・
コミッションの市
民への認知度

―

順調

1.80

係
長

0.40

映画・芸能資料館「松
永文庫」における企画
展示・イベント等の積
極的な開催を通じて、
映画文化の振興、「映
画の街・北九州」の情
報発信に取り組む。

女性俳句の草分けであ
る杉田久女・橋本多佳
子などのPR・顕彰に取
り組むとともに、「北
九州文学サロン」を拠
点として、点在する文
学的素材やさまざまな
文化資源・文化的取組
みをつなげる仕組みづ
くりを行う。

映画・テレビドラマ等
のロケ地誘致や撮影支
援を積極的に行い、本
市の知名度と都市イ
メージの向上を図る。
また、活動成果の市民
との共有や、「映画の
街・北九州」という新
たな都市ブランドの発
信により、街のにぎわ
いの創出や市民交流等
のまちづくりにつなげ
る。

49
松永文庫企画事
業

文化
企画
課

北九州文学サロ
ン管理運営事業

漫画ミュージアム
年間入場者数

施設開館

39,000人
（H29～31
年度）

10万人
／年

拡大

― ―

4,150増額89,317人
(H26年度)年間来館者数

11,000 6,400

職
員

44,000

文化
企画
課

文化
企画
課

―

―

―

59.8%
(H25年
度)

減額

18,000

地域経済への貢献
（直接経済効果）

継続

36,100

人

　「北九州市文化振興計画
（改訂版）」の中間年である
平成30年は市制55周年の年で
あり、これを機に、文化芸術
の力を活用した「創造都市」
としてさらなる発展を目指し
ていく。

　平成28年度に開館した拠点
施設「北九州文学サロン」の
利用促進や「文学の街・北九
州」のPRを行うため、気軽に
文学に触れることのできるイ
ベントの実施や、各取り組み
における商店街や学生、文化
団体などとの官民連携を強化
する。

順調

大変
順調

　平成28年5月の日本批評家
大賞特別賞を受賞したこと等
により、全国的に注目を集め
ていることから、「映画の
街・北九州」を国内外に強力
に発信するために、企画展示
を拡充する。

課
長

人

1.80 人

　「映画の街・北九州」ブラ
ンドを国内外に発信するため
に、タイや韓国、中国をター
ゲットとして海外の映画・テ
レビドラマの誘致に取り組ん
できたが、ターゲットを台湾
やシンガポールにも拡大す
る。

　さらなる漫画文化の普及及
び海外との連携強化を図るた
め「北九州国際漫画大賞」の
ＰＲの強化を行う。また「日
中韓新人ＭＡＮＧＡ選手権」
がH30年度に北九州市で開催
されるため、その準備を行
う。

順調

順調

80.0%
(H30年
度）

5,300

減額

―

56,388 49,388

12,000

9,000 9,600

47

48
「北九州文学サロ
ン」の来館者数

施設開館

500,000
千円

（H30年
度以降
毎年
度）

100,000
千円

(H21年
度)

83,161人
(H27年度)

拡大

45
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市民文化スポーツ局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

予算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

局施策
評価

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度H29年度
成果の
方向性

人件費（目安）

人数

事業費
の増減

H30年度H28年度 H29年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名 事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H28年度H28年度

目
標

実
績

48,404 人

達
成
率

104.6 ％

目
標

90 ％ 90 ％ 90 ％

実
績

88 ％

達
成
率

97.8 ％

目
標

課
長

0.10 人

実
績

係
長

0.30 人

達
成
率

職
員

0.30 人

目
標

10 ％
増

課
長

0.10 人

実
績

係
長

0.30 人

達
成
率

職
員

0.30 人

人

文化
企画
課

85％
（H22年
度）

前年度比
増

継続 27,841

19,600 6,400増額

― 6,400

　平成28年度は本市ゆかりの
児童文学について、その顕彰
の具体的な方法の調査・研究
を行い、平成29年度は前年度
の成果を反映した展示計画・
図面の作成を行った。平成30
年度は、子どもたちにわかり
やすく伝える顕彰の場を整備
する。

　開館20周年の節目の年にあ
たり、多くの方に松本清張や
記念館の魅力を伝え、入館者
の増加を図るため、魅力ある
企画展や記念講演会などを開
催する。

　2020年の東京オリンピッ
ク・パラリンピック開催に向
け、増加が見込まれるインバ
ウンド（訪日外国人）対応の
強化が必須となってきてお
り、市内の文化関連施設の多
言語化に取り組むもの。

順調

順調

― 6,000

14,918

51,000

完成
（H30年
度）

継続

30％増
（H32年
度）

施設完成計画策定

計画策定

50
松本清張記念館
研究センター・
普及事業

51
児童文学の顕彰
事業

顕彰することを目
的とした場の整備

58,187人
（H22年
度）

前年度
(46,278
人)比増

-

―

図面作成

前年度比
増

前年度
比増

（毎年
度）

２０２０年の東京オリ
ンピック・パラリン
ピックを見据え、イン
バウンド（訪日外国
人）対応の強化が必須
となっており、市内の
文化関連施設の多言語
化を一体として行う。

本市ゆかりの児童文学
を顕彰することを目的
に、資料や情報資源を
集約した場を設けて継
続した調査・研究・普
及していく拠点とす
る。

外国人来館者数の
増加率
（対28年度比）

企画展入場者の満
足度

松本清張記念館の
入館者数

―

0.50

1.00

1.00
職
員

90％以
上（毎
年度）

52
＜新＞文化関連
施設多言語化推
進事業

文化
企画
課

人
課
長

増額 係
長

人

―
約9千人
（H28年
度）

23,250

松本
清張
記念
館事
務局

松本清張に関するあら
ゆる資料を収集・整理
し、松本清張の「人と
作品」を研究する調査
研究・資料収集事業の
実施や研究誌を発行す
る。また、松本清張研
究者に奨励金を贈呈す
る研究奨励事業を実施
する。
さらに、企画展の開催
や講演会、読書感想文
コンクールなどの市民
文芸活動支援事業を行
う。
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市民文化スポーツ局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

予算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

局施策
評価

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度H29年度
成果の
方向性

人件費（目安）

人数

事業費
の増減

H30年度H28年度 H29年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名 事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H28年度H28年度

目
標

30,000 人 30,000 人 28,000 人
課
長

0.10 人

実
績

27,974 人
係
長

0.20 人

達
成
率

93.2 ％
職
員

0.20 人

目
標

12,600 人 12,600 人 12,600 人
課
長

0.01 人

実
績

17,280 人
係
長

0.05 人

達
成
率

137.1 ％
職
員

0.05 人

目
標

2,900 人 3,000 人 3,300 人
課
長

0.05 人

実
績

2,318 人
係
長

0.10 人

達
成
率

79.9 ％
職
員

0.10 人

目
標

実
績

8
種
目

達
成
率

160.0 %

目
標

400 人 450 人 500 人

実
績

826 人

達
成
率

206.5 %

目
標

実
績

達
成
率

目
標

1 位 1 位 1 位

実
績

9 位

達
成
率

0.02

順調

―

―

教室・強化講習会
等の実施

11.5億円

選手強化事業参加
者数

市民体育祭選手参
加者数

5種目以上

30,367人
(Ｈ26年
度)

11.5億円
（H30年
度）

11.5億円

42,480人
（Ｈ28～
30年度）

11.5億円

―

210人
（H26年
度）

―

5種目以上

維持

－

1,800人
(Ｈ22年
度)

12,371人
(Ｈ26年
度)

人

ス
ポー
ツ振
興課

Ｈ32年度
までに
4,000人

減額

4,650減額

総合型地域スポー
ツクラブの会員数

56
夢・スポーツ振
興事業

・主催：北九州市、（一
財）福岡陸上競技協会
・主管：北九州マラソン
実行委員会
・後援：国土交通省九州
地方整備局北九州国道事
務所ほか２４団体
・コース：北九州市役所
前～東田地区～戸畑駅前
～東港～門司港～北九州
国際会議場前
・種目及び参加人数
マラソン：１１，０００
名、ペアリレーマラソ
ン：１５０組３００名、
ファンラン（３ｋｍ又は
５ｋｍ）：１，０００名
・大会当日および前日に
関連イベントを開催

ス
ポー
ツ振
興課

ス
ポー
ツ振
興課

57

55
総合型地域ス
ポーツクラブ育
成・支援事業

北九州マラソン
開催事業

2020年の東京オリン
ピック・パラリンピッ
ク競技大会の開催を踏
まえ、国際・全国大会
で活躍する選手を育成
するため選手個々の能
力を高める事業を実
施。

53 市民体育祭

Ⅲ-2-
(3)-① 
誰もが気
軽にス
ポーツに
親しめる
環境づく
り

市民への生涯スポーツ
振興・普及のため、各
区においてスポーツ教
室、交流大会、ニュー
スポーツ体験会などを
開催。

54

「市民皆スポーツ」を
モットーに、スポー
ツ・レクリエーション
の普及振興を図り、市
民の健康で明るい市民
生活に寄与するため、
市内全域で各種大会や
行事を開催。

生涯スポーツ振
興事業

　事業の種目数の維持を通じ
て、参加者の能力の向上を図
り、国際大会等の大規模大会
において、活躍できる選手の
輩出に取り組む。

人

順調

990

69,750

2,325

　指導者育成を目的とした勉
強会や、クラブ間交流会を継
続的に実施し、総合型地域ス
ポーツクラブの質の向上を図
る。

　引き続き『誰もが気軽にス
ポーツに親しめる環境づく
り』を推進するため、既存事
業（市民体育祭、生涯スポー
ツ振興事業等）への参加者数
の更なる増加を目指すととも
に、地域スポーツ振興の中核
をなす総合型地域スポーツク
ラブの育成・支援を継続す
る。
　また、北九州マラソンの継
続開催により、市民のスポー
ツ・健康に対する意識の更な
る向上を目指すとともに、本
市の魅力の全国発信を図る。

順調

　スポーツによるまちのにぎ
わいづくりやスポーツの振興
を図るため、市の一大イベン
トである北九州マラソンを着
実に実施する。

　市民スポーツ参加機会の拡
充を図るため、市民体育祭等
の大会を開催する。

　教室・大会開催数の維持及
び周知・ＰＲの強化や開催方
法の工夫により参加者の増加
を図る。

人

大変
順調

課
長

0.49

人

人
課
長

人

大変
順調

順調係
長

係
長

1.50

3.00

維持 6,305

減額 3.00

0.24

職
員

職
員

89,663104,458

3,779

20,279

継続

8,000

8,500 7,400

ス
ポー
ツ振
興課

各区における
ニュースポーツ及
びファミリース
ポーツ大会の参加
人数

ス
ポー
ツ振
興課

毎年度5
種目以
上（H31
年度ま
で）

継続

1位
（H31年
度）

28,000人
（H30年度
以降毎年

度）

マラソン大会開催
による経済波及効
果

9位
（H29年
10月時
点）

10.5億円
(H25年度)

インターネットで
のマラソン大会全
国評価ランキング
（参加者7,000人以
上の大会を対象）

5種目以上

総合型地域スポーツクラ
ブは、人々が身近な地域
でスポーツに親しむこと
のできるスポーツクラブ
である。多世代、多種
目、多志向を特徴とし地
域住民等により自主・主
体的に運営される総合型
地域スポーツクラブは、
これからの地域スポーツ
の中核をなすものであ
り、その役割は大きいこ
とから総合型地域スポー
ツクラブの育成・支援に
取り組む。

3,459

継続

8,000

19,612

継続

継続
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市民文化スポーツ局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

予算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

局施策
評価

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度H29年度
成果の
方向性

人件費（目安）

人数

事業費
の増減

H30年度H28年度 H29年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名 事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H28年度H28年度

目
標

26 回 27 回 28 回

実
績

26 回

達
成
率

100.0 ％

目
標

3,000 人 3,000 人 3,000 人

実
績

3,251 人

達
成
率

108.4 ％

目
標

90 ％ 90 ％ 90 ％

実
績

83 ％

達
成
率

92.2 ％

目
標

4,500 人 5,000 人 7,000 人

実
績

3,224 人

達
成
率

71.6 ％

目
標

40 ％ 40 ％ 40 ％
課
長

0.05 人

実
績

27 ％
係
長

0.15 人

達
成
率

67.5 ％
職
員

0.60 人

60

ス
ポー
ツ振
興課

本市をホームタウン・
準ホームタウンとす
る、「ギラヴァンツ北
九州」や「堺ブレイ
ザーズ」「福岡ソフト
バンクホークス」等の
市民観戦事業や、体験
教室の開催など、市民
がスポーツに親しむ
きっかけ作りを実施。

やや
遅れ

　市民観戦事業や、体験教室
の開催等を継続し、市民が競
技レベルの高いプロスポーツ
などを「みる」機会の充実を
図るとともに、スポーツに親
しむきっかけづくりに取り組
む。

63,45064,450継続

順調

ギラヴァンツ北九
州の市民認知度

29回
(H26年
度)

3,000人
(H26年
度)

3,622人
(H26年
度）

　継続的に国際・全国規模の
スポーツ大会等の誘致を行
う。

人

人

人

人

人

ス
ポー
ツ振
興課

継続

職
員

ホームタウン推
進事業

ギラヴァンツ北
九州支援事業

ス
ポー
ツ振
興課

58

本市のシンボルチーム
である「ギラヴァンツ
北九州」を支援するた
め、ホームゲーム開催
経費や遠征費の一部を
補助。

市内において国際大
会・全国規模の大会の
開催を行い、多くの市
民のスポーツに対する
関心を高め、「みる」
スポーツのニーズを引
き出すとともに、ス
ポーツに取り組むきっ
かけをつくる。また、
参加選手の高いレベル
に接することで、個々
の競技力の向上につな
げる。

59

国際大会・全国
大会等スポーツ
開催

　「ギラヴァンツ北九州」へ
の支援を継続し、本市のシン
ボルチームとして、市民への
更なる定着を目指す。

　「ギラヴァンツ北九州」へ
の支援を継続し、本市のシン
ボルチームとして、市民への
更なる定着を目指すととも
に、ミクニワールドスタジア
ム北九州の活用や広報活動の
強化に取り組み、平均入場者
数やスポーツ観戦率の増加に
取り組む。
　また、プロスポーツの観戦
招待や国際大会・全国大会等
の開催、ラグビーワールド
カップ2019日本大会や2020年
東京オリンピック・パラリン
ピック競技大会等の大規模国
際大会のキャンプ地誘致等に
より市民全体の機運を高め、
スポーツの振興はもとより、
まちのにぎわいづくりを図
る。

順調

0.10

課
長

2,615

職
員

0.20

0.01

係
長

0.05

係
長

6,575維持

減額

維持

60,000

3,650

50,000

3,650

40％
(H32年
度)

定員
3,000人
（毎年
度）

30回
(H32年
度)

90％
(毎年
度)

7,000人
(H30年
度以降
毎年度)

継続

0.10

人0.20

やや
遅れ

3,075

課
長

大型スポーツイベ
ント（自主事業）
の参加人数

87％
(H26年
度)

スポーツ観戦率

ギラヴァンツ北九
州主催試合の平均
入場者数

23％
(H26年
度)

Ⅲ-2-
(3)-② 
スポーツ
を通した
にぎわい
づくり

国際・全国大会等
の開催数
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市民文化スポーツ局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

予算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

局施策
評価

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度H29年度
成果の
方向性

人件費（目安）

人数

事業費
の増減

H30年度H28年度 H29年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名 事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H28年度H28年度

目
標

実
績

達
成
率

目
標

3 件 3 件 3 件

実
績

4 件

達
成
率

133.3 ％

目
標

100 日 100 日
課
長

0.05 人

実
績

係
長

0.09 人

達
成
率

職
員

0.17 人

―

―

戦略的な誘
致プロモー
ション活動
等の実施

―

戦略的な誘
致プロモー
ション活動
等の実施

順調

大規
模大
会誘
致推
進室

61

生涯スポーツの振興や
まちの賑わい創りに繋
がる大規模国際大会の
試合会場、及びラグ
ビーワールドカップ
2019や2020年東京オリ
ンピック・パラリン
ピック競技大会のキャ
ンプ地を本市に誘致す
ること、並びに誘致前
後のスポーツ交流や文
化交流等へと繋げるこ
とを目的として、誘致
プロモーションの展開
や官民一体となった
「誘致委員会」による
積極的な活動を行う。

大規模国際大会
誘致関係事業

　ラグビーワールドカップ
2019については、ウェールズ
代表による本市での事前キャ
ンプ実施が決定しているた
め、今後は公認キャンプの誘
致活動を進める。さらに、誘
致活動に加え、ウェールズ代
表受入れのための機運醸成を
目的としたウェールズとの交
流事業について、準備・調整
等を進めていく。
　東京2020オリンピック・パ
ラリンピック競技大会につい
ても、対象国に対する誘致活
動を継続・強化する。本市の
ホストタウン相手国であるタ
イ王国については、卓球代表
チームによる本市での合宿が
決定しており、引き続き同国
との交流事業を推進してい
く。
　これらに加え、その他大規
模大会についても引き続き誘
致活動を促進していく。

　施設の適切な維持管理・運
営を実施することで、「み
る」スポーツの機会提供の充
実を図り、スポーツを通した
まちのにぎわいを生み出す。

人

人

人

54,000

課
長

職
員

1ヶ国又
は1競技
以上

（H31年
度）

―

国際大会や全国大
会等の誘致

北九州スタジアムは、
都心部に人が集い、に
ぎわいあふれる北九州
市の創出を目指し、Ｊ
リーグやラグビートッ
プリーグなどの試合、
小中高生のサッカー・
ラグビー大会、グラウ
ンド・ゴルフ大会、子
どもたちへの芝生開放
などに加え、まちにに
ぎわいを生み出すイベ
ントの開催など、市民
に夢と感動を提供でき
る施設である。
施設の適切な維持管
理・運営を実施するこ
とで、「みる」スポー
ツの機会提供の充実を
図り、スポーツを通し
たまちのにぎわいを生
み出す。

係
長

3.00

2.00

1.00

戦略的な誘
致プロモー
ション活動
等の実施

2,750

15件以
上

（H27～
31年
度）

維持

71,950 減額62,000継続

ラグビーワールド
カップ2019及び
2020東京オリン
ピック・パラリン
ピックにおける
キャンプ地誘致数

100日
（毎年
度）

― 102,355 102,355―

４件
（H27年
度）

「みる」スポーツ
の機会提供の充実
（グラウンドの年
間利用日数）

62
北九州スタジア
ム維持管理事業

ス
ポー
ツ振
興課
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市民文化スポーツ局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

予算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

局施策
評価

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度H29年度
成果の
方向性

人件費（目安）

人数

事業費
の増減

H30年度H28年度 H29年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名 事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H28年度H28年度

目
標

134
団
体

134
団
体

134
団
体

課
長

0.05 人

実
績

133
団
体

係
長

0.10 人

達
成
率

99.3 ％ 職
員

0.30 人

目
標

10
団
体

10
団
体

5
団
体

課
長

0.05 人

実
績

7
団
体

係
長

0.15 人

達
成
率

70.0 ％ 職
員

0.20 人

目
標

42
千
人

42
千
人

42
千
人

実
績

41
千
人

達
成
率

97.6 ％

目
標

2,200
千
人

2,200
千
人

2,200
千
人

実
績

2,133
千
人

達
成
率

97.0 ％

目
標

85 ％ 85 ％ 85 ％

実
績

84.4 ％

達
成
率

99.3 ％

目
標

46 % 46 % 46 %

実
績

41.7 %

達
成
率

90.7 ％

　引き続き、地域が一体と
なった住民主体の地域づく
り･まちづくりを促進するた
め、まちづくり協議会や、地
域で様々な取り組みを行う各
種地域団体等に対し、「地域
総括補助金」の交付や、各種
支援事業など地域のニーズに
応じた施策を展開する。

順調

3,825 順調

Ⅲ-3-
(1)-① 
市民主体
の地域づ
くりの促
進

64
住民主体の地域
づくりの促進

まちづくり協議会の活
性化を図るため、地域
課題解決のアイデア等
を盛り込んだ「地域カ
ルテ」の作成や、地域
カルテに基づく活動を
支援するフォローアッ
プ事業を行うととも
に、「地域づくりマネ
ジメント研修」を開催
し、住民主体の地域づ
くりを促進する。

地域
振興
課

継続

地域
振興
課

市民センター1館当
たりの利用者数

40.5%
（H23年
度）

Ⅲ-3-
(1)-③ 
自治会・
町内会へ
の加入促
進

地域カルテフォ
ローアップ事業を
実施したまちづく
り協議会の数

地域総括補助金を
導入したまちづく
り協議会数

順調

課
長

順調

地域
振興
課

継続 4,095

市民センターの管理運
営を円滑・適正に行う
ため、公募により多様
な人材を市民センター
館長として採用し、地
域の活動を担うまちづ
くり協議会への管理委
託などを行う。また、
市民センターを拠点と
した地域づくりを推進
するため、未整備校区
に市民（サブ）セン
ターを整備し、老朽化
対策やバリアフリー化
を図り計画的な改修を
行う。

各地域団体が連携・協
力し、まちづくり協議
会を中心に地域が一体
となった地域づくりを
促進するため、これま
で市各部局が事業ごと
に地域団体に交付して
いた補助金を可能な限
り一本化し、まちづく
り協議会に交付する。

地域総括補助金

自治会･町内会活
性化の促進

Ⅲ-3-
(1)-② 
地域コ
ミュニ
ティ施設
の活用・
運営

65
市民センターの
充実

自治会と連携しなが
ら、加入率向上や組
織・活動の見直し及び
人材育成など新たな課
題への対応につながる
様々な事業に取り組
み、自治会･町内会の
活性化を図る。

地域
振興
課

66

63

市民センターにお
けるコミュニティ
活動の参加人数
（延べ）

75.4%
（H23年
度）

地域づくり活動へ
の参加者の割合

46％
(毎年
度)

85％
(毎年
度)

2,270,486 維持

減額36,872 30,789

継続 2,216,023

  市民センターを拠点とした
地域づくりを促進するため、
老朽化対策やバリアフリー化
等ハード面を整備するととも
に、円滑な施設運営ができる
よう、館長及び市民センター
職員の職場環境の改善に努
め、他局と協力しながら利用
者の増加を図る。

　昨今地域において「地域カ
ルテづくり事業」と同じ手法
（ワークショップ）で実施す
る事業が多く、「地域カルテ
づくり事業」の導入を見送る
まちづくり協議会が増加して
いることから、当事業の
「質」の向上に向けて方針を
転換し、各区隔年実施とす
る。

順調

　自治会・町内会を取り巻く
課題を解決し活性化を促進す
るために、マンション等の管
理会社等の関係者に積極的に
働きかけていくほか、引き続
き地域コミュニティの重要性
や自治会の必要性について幅
広く理解を求めることに力を
入れていく。
　また、地域でリーダーシッ
プを発揮する人材や地域活動
の担い手育成支援を積極的に
行い、自治会・町内会の加入
促進や活性化を図っていく。

　住民主体の地域づくり・ま
ちづくりを促進するため、ま
ちづくり協議会や各種地域団
体に対する地域総括補助金の
交付を行う。
　平成30年度予算は、事業単
位では減額となっているが、
執行実績に基づいた見直し等
によるものであり、事業は維
持するもの。

人

0.10

1.00

0.30

1.00

地域づくり活動へ
肯定的な考えの市
民の割合

2,084千人
(H27年度)

42千人
(毎年
度)

41千人
(H27年
度)

2,200千人
(毎年度)

3.30

課
長

0.03

人

順調

人

人

人

人

順調

係
長

職
員

　自治会・町内会を取り巻く
課題を解決し活性化を促進す
るために、マンション等の管
理会社等の関係者に積極的に
働きかけていくほか、引き続
き地域コミュニティの重要性
や自治会の必要性について幅
広く理解を求めることに力を
入れていく。
　また、地域でリーダーシッ
プを発揮する人材や地域活動
の担い手育成支援を積極的に
行い、自治会・町内会の加入
促進や活性化を図っていく。

　市民センターを拠点とした
地域づくりを促進するため、
老朽化対策やバリアフリー化
等ハード面を整備するととも
に、館長及び市民センター職
員の能力向上を図る研修や、
タイムリーな情報発信等ソフ
ト面の充実に努め、利用者の
増加を図る。

3,012

職
員

係
長

3,575

46,250

減額

その他
130団体
(H26年
度）

― 5,726

389,826 332,496
137団体
(H35年
度)

継続

住民主体
の新たな
地域づく
りが活発
に行われ
ている状

態
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市民文化スポーツ局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

予算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

局施策
評価

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度H29年度
成果の
方向性

人件費（目安）

人数

事業費
の増減

H30年度H28年度 H29年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名 事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H28年度H28年度

目
標

75
法
人

90
法
人

105
法
人

実
績

73
法
人

達
成
率

97.3 ％

目
標

24,000 人 24,500 人 25,000 人

実
績

24,222 人

達
成
率

100.9 ％

目
標

74 件 80 件 86 件

実
績

80 件

達
成
率

108.1 ％

目
標

330 人 380 人 430 人

実
績

331 人

達
成
率

100.3 ％

目
標

5 件 5 件 5 件
課
長

0.03 人

実
績

5 件
係
長

0.10 人

達
成
率

100.0 ％
職
員

0.15 人

順調
　ＮＰＯ、企業等との交流会
を実施し、団体間の協働を支
援する。

継続 4,698 減額

　市民主体のまちづくりを推
進するため、企業や大学など
異なる活動主体とＮＰＯとの
交流の機会を提供するととも
に、地域や社会の課題解決に
取り組んでいるＮＰＯを市民
や地域に広く紹介するなどし
て、新たな担い手の掘り起こ
しや団体間のネットワークの
強化、自主的な協働を支援す
る。

順調
ＮＰＯと企業・地
域・大学等との協
働件数

市民主体のまちづくり
を推進するため、市民
活動への理解を深め、
新たな担い手の参加を
促すとともに、ＮＰＯ
と様々な団体間のネッ
トワークづくりや協働
を支援する。

成果発表会の参加
人数（累計）

市民
活動
推進
課

市民
活動
推進
課

課
長

人

2.00

0.10 順調

人

人

人

0.15

5件
（H30年

度)

430人
(H30年
度)

19,990

86件
(H30年
度)

職
員

職
員

継続

継続 21,450

市民活動の更なる促進
を支援するため、ＮＰ
Ｏ等が専門性を発揮し
て行う活動に対し、事
業費の一部を補助す
る。

市民活動の促進に加
え、ＮＰＯと行政の協
働を推進するため、活
動や協働等に関する相
談・助言、情報提供、
研修・啓発等を実施す
る。

市民
活動
推進
課

68

Ⅲ-3-
(2)-① 
ＮＰＯ、
ボラン
ティア活
動の支援

69
多様な主体によ
る市民活動の輪
づくり事業

ＮＰＯ・市民活
動促進事業

67

ＮＰＯ公益活動
支援事業

Ⅲ-3-
(2)-② 
ＮＰＯ、
企業、研
究機関な
どとの連
携の構築

5件
（H28年
度）

26人
（H22年

度)

15件
（H21年

度)

新規設立ＮＰＯ法
人数（累計）

サポートセンター
利用者数

25,000人
(H30年度)

補助交付事業件数
（累計）

18法人
（H24年

度)

105法人
(H30年
度)

18,362人
(H20年度)

維持

2,470

減額 3,2751,989

2,627

2,489

20,137

順調

　市民ニーズが複雑化、多様
化する中、専門性や先駆性を
発揮して地域課題の解決等に
取り組むＮＰＯに対して、引
き続き資金的な支援を行いつ
つ、総合的な取組みを展開す
る。

　市民活動の裾野を広げるた
め、市民に対し活動のきっか
けづくりとなるセミナー、講
演会等を引き続き開催すると
ともに、地域に支えられるＮ
ＰＯを育成するため、研修等
の充実を図る。

　市民活動を促進する講座の
実施や情報提供の充実を図っ
ていく。
　また、ＮＰＯへの資金的な
支援を引き続き行っていく。

0.10

係
長

係
長

0.30

0.30 人
課
長

順調

人
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市民文化スポーツ局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

予算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

局施策
評価

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度H29年度
成果の
方向性

人件費（目安）

人数

事業費
の増減

H30年度H28年度 H29年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名 事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H28年度H28年度

目
標

1,000 人 1,250 人 1,500 人

実
績

1,275 人

達
成
率

127.5 ％

目
標

8
団
体

10
団
体

12
団
体

実
績

9
団
体

達
成
率

112.5 ％

目
標

5 件 5 件 5 件
課
長

0.03 人

実
績

5 件
係
長

0.10 人

達
成
率

100.0 ％
職
員

0.15 人

目
標

75
法
人

90
法
人

105
法
人

実
績

73
法
人

達
成
率

97.3 ％

目
標

24,000 人 24,500 人 25,000 人

実
績

24,222 人

達
成
率

100.9 ％

目
標

1,000 人 1,250 人 1,500 人

実
績

1,275 人

達
成
率

127.5 ％

目
標

8
団
体

10
団
体

12
団
体

実
績

9
団
体

達
成
率

112.5 ％

4,698 2,627 減額 順調

　市民主体のまちづくりを推
進するため、企業や大学など
異なる活動主体とＮＰＯとの
交流の機会を提供するととも
に、地域や社会の課題解決に
取り組んでいるＮＰＯを市民
や地域に広く紹介するなどし
て、新たな担い手の掘り起こ
しや団体間のネットワークの
強化、自主的な協働を支援す
る。

順調

7,550 0.302,227

71
多様な主体によ
る市民活動の輪
づくり事業

市民
活動
推進
課

市民主体のまちづくり
を推進するため、市民
活動への理解を深め、
新たな担い手の参加を
促すとともに、ＮＰＯ
と様々な団体間のネッ
トワークづくりや協働
を支援する。

継続
5件

（H30年
度)

継続70

　多様な主体の協働によるま
ちづくりを推進するため、協
働への理解を深めるセミナー
や、協働事例の発信に取組
み、協働を進めるための人材
育成に努める。
　また、ＮＰＯや企業との交
流会等の側面的な支援も実施
する。

順調

　協働を促進するため、協働
意識向上のための研修、ＮＰ
Ｏの人材育成や運営力向上に
資するセミナーを充実させ
る。

順調

市民
活動
推進
課

協働に関する理解を深
めるための研修、協働
事業を実施するために
必要な団体運営力向上
を図るための研修を実
施する。
また、経済的に自立し
たＮＰＯの増加を図る
ため、資金調達力や企
画力の向上を図るセミ
ナーを実施する。

協働に関する理解を深
めるための研修、協働
事業を実施するために
必要な団体運営力向上
を図るための研修を実
施する。
また、経済的に自立し
たＮＰＯの増加を図る
ため、資金調達力や企
画力の向上を図るセミ
ナーを実施する。

市民活動の促進に加
え、ＮＰＯと行政の協
働を推進するため、活
動や協働等に関する相
談・助言、情報提供、
研修・啓発等を実施す
る。

サポートセンター
利用者数

新規設立ＮＰＯ法
人数（累計）

収入増加団体数
（累計）

203人
（H22年

度)

課
長

人

人

0.20

人

人

市民
活動
推進
課

市民
活動
推進
課

収入増加団体数
（累計）

1,962

課
長

係
長

職
員

職
員

増額

0.3072

73

ＮＰＯ・市民活
動促進事業

Ⅲ-3-
(3)-② 
市民との
協働を推
進できる
市役所づ
くり

「ＮＰＯとの協
働によるまちづ
くり」人材育成
事業

Ⅲ-3-
(3)-① 
市民参画
と協働の
ための仕
組みづく
り

「ＮＰＯとの協
働によるまちづ
くり」人材育成
事業

18法人
（H24年

度)

18,362人
(H20年度)

ＮＰＯとの協働に
ついての研修への
参加者数（累計）

1,500人
(H30年
度)

12団体
(H30年
度)

5件
（H28年
度）

203人
（H22年

度)

ＮＰＯと企業・地
域・大学等との協
働件数

ＮＰＯとの協働に
ついての研修への
参加者数（累計）

3団体
(H26年
度)

3団体
(H26年
度)

25,000人
(H30年度)

105法人
(H30年
度)

増額

人

係
長

0.30

人

人

0.20 人

2.00 人

0.307,550

21,450

1,962

　協働を促進するため、協働
意識向上のための研修、ＮＰ
Ｏの人材育成や運営力向上に
資するセミナーを充実させ
る。

　市民活動の裾野を広げるた
め、市民に対し活動のきっか
けづくりとなるセミナー、講
演会等を引き続き開催すると
ともに、地域に支えられるＮ
ＰＯを育成するため、研修等
の充実を図る。

19,990

12団体
(H30年
度)

1,500人
(H30年
度)

継続

継続 20,137

課
長

係
長

0.30

0.30

　市民との協働を推進するた
め、セミナー等の充実、協働
事例の情報提供に取り組む。

2,470

職
員

順調

順調

維持

2,227
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市民文化スポーツ局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

予算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

局施策
評価

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H30年度H29年度
成果の
方向性

人件費（目安）

人数

事業費
の増減

H30年度H28年度 H29年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名 事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H30年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H28年度H28年度

目
標

25 件 31 件 36 件
課
長

0.10 人

実
績

27 件
係
長

0.10 人

達
成
率

108.0 ％
職
員

0.15 人

目
標

22,000 人 22,000 人 22,000 人
課
長

0.50 人

実
績

24,743 人
係
長

0.50 人

達
成
率

112.5 ％
職
員

0.25 人

目
標

実
績

48,404 人

達
成
率

104.6 ％

目
標

90 ％ 90 ％ 90 ％

実
績

88 ％

達
成
率

97.8 ％

目
標

110,000
千
円

110,000
千
円

500,000
千
円

実
績

408,148
千
円

達
成
率

371.0 ％

目
標

65.0 % 75.0 % 80.0 %

実
績

72.6 %

達
成
率

111.7 ％

目
標

25 件 31 件 36 件
課
長

0.10 人

実
績

27 件
係
長

0.10 人

達
成
率

108.0 ％
職
員

0.15 人

順調

　協働の理解浸透を図る研修
や事業の事例紹介等を通し
て、行政等と協働できるＮＰ
Ｏの育成に努める。
　また、ＮＰＯに資金的な支
援をすることにより、行政、
企業、地域と協働して行う事
業の立ち上げを支援する。

順調 ―

職
員

減額

維持

1.00

職
員

Ⅵ-1-
(1)-① 
市民の力
で環境力
を高める
仕組みづ
くり

78

市民活動団体等
による環境未来
都市推進支援事
業

市民
活動
推進
課

環境未来都市計画が掲
げる目標を達成するた
め、ＮＰＯなどの提案
団体と市が協働して取
り組む事業に経費の一
部を補助。

前年度
(46,278
人)比増

文化
企画
課

74

市民活動団体等
による環境未来
都市推進支援事
業

市民
活動
推進
課

環境未来都市計画が掲
げる目標を達成するた
め、ＮＰＯなどの提案
団体と市が協働して取
り組む事業に経費の一
部を補助。

継続 5,206

　協働の理解浸透を図る研修
や事業の事例紹介を通じ、Ｎ
ＰＯによる環境未来都市を推
進するための事業を支援す
る。

減額4,206

　協働の理解浸透を図る研修
や事業の事例紹介を通じ、Ｎ
ＰＯによる環境未来都市を推
進するための事業を支援す
る。

順調

　協働の理解浸透を図る研修
や事業の事例紹介等を通し
て、行政等と協働できるＮＰ
Ｏの育成に努める。
　また、ＮＰＯに資金的な支
援をすることにより、行政、
企業、地域と協働して行う事
業の立ち上げを支援する。

3,275
補助交付事業件数
（累計）

12,625

増額

前年度比
増

松本
清張
記念
館事
務局

6件
（H24年

度)

課
長

映像製作誘致強
化関連事業

地域経済への貢献
（直接経済効果）

映画・テレビドラマ等
のロケ地誘致や撮影支
援を積極的に行い、本
市の知名度と都市イ
メージの向上を図る。
また、活動成果の市民
との共有や、「映画の
街・北九州」という新
たな都市ブランドの発
信により、街のにぎわ
いの創出や市民交流等
のまちづくりにつなげ
る。

松本清張に関するあら
ゆる資料を収集・整理
し、松本清張の「人と
作品」を研究する調査
研究・資料収集事業の
実施や研究誌を発行す
る。また、松本清張研
究者に奨励金を贈呈す
る研究奨励事業を実施
する。
さらに、企画展の開催
や講演会、読書感想文
コンクールなどの市民
文芸活動支援事業を行
う。

85％
（H22年
度）

拡大

1.80

56,388 49,388

0.40

1.80

課
長

係
長

36,100

文学
館

Ⅳ-4-
(2)-③ 
都市イ
メージの
向上

77

北九州市ゆかりの文学
者の業績を企画展等で
紹介するとともに、本
市の文芸の振興に功績
のあった文学者を市内
外に発信する。

19,455

14,918
係
長

減額

23,250

Ⅳ-4-
(1)-② 
偉人・先
人の顕彰

文学館普及研究
費

76
松本清張記念館
研究センター・
普及事業

75

Ⅳ-2-
(2)-② 
ソーシャ
ルビジネ
ス創出の
支援

入館者数
(単位：人）

36件
(H30年
度)

継続
10,741人
（H23年
度）

前年度
比増

（毎年
度）

27,841

前年度比
増

継続

松本清張記念館の
入館者数

90％以
上（毎
年度）

58,187人
（H22年
度）

企画展入場者の満
足度

18,624
22,000人
（H30年
度）

4,206

人

人

人

人

100,000
千円

(H21年
度)

　施設の認知度を高め、これ
まで以上に市民が文学に接す
る機会の提供に努め、入館者
数の増に繋げるもの。

人

　アジアを中心とする海外作
品の誘致に積極的取り組み、
「映画の街・北九州」という
都市ブランドを国内外に広く
発信していく。

大変
順調

0.50

500,000
千円

（H30年
度以降
毎年
度）

順調

　開館２０周年の節目の年に
あたり、多くの方に松本清張
や記念館の魅力を伝え、入館
者の増加を図るため、魅力あ
る企画展や記念講演会などを
開催する。

順調

順調

大変
順調

1.00

　「映画の街・北九州」ブラ
ンドを国内外に発信するため
に、タイや韓国、中国をター
ゲットとして海外の映画・テ
レビドラマの誘致に取り組ん
できたが、ターゲットを台湾
やシンガポールにも拡大す
る。

36件
(H30年
度)

人

3,275

80.0%
(H30年
度）

北九州フィルム・
コミッションの市
民への認知度

補助交付事業件数
（累計）

5,206

6件
（H24年

度)
継続

59.8%
(H25年
度)

　施設の認知度を高め、これ
まで以上に市民が文学に接す
る機会の提供に努め、入館者
数の増に繋げていく。
　松本清張記念館は開館２０
周年の節目の年にあたり、市
民をはじめ多くの清張ファン
の来館に繋がるよう、魅力あ
る企画展や記念講演会などを
実施する。
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